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であることが分かった｡また､農商工連携の成功のカギとして｢人材｣ ｢経営力｣ ｢情熱｣ ｢連
携･支援｣の4要素と､補完要素として｢情報｣ ｢資金｣ ｢協力｣があり､ 7つの要素が大切
であることが明らかになった｡
(2)ヒアリング調査において､民間企業からは､ ｢人材｣ ｢経営力｣ ｢連携･支援｣､宮城県か
らは｢協力｣ ｢連携･支援｣ ｢資金｣の要素が大切なことが分かった｡
(3)先行研究の｢地域づくり｣に成功している事例において､すでに農商工連携は取り入れ
られており､また5つの事例に7要素をあてはめたところ､ ｢人材｣ ｢情熱｣ ｢情報｣次に｢経
営力｣ ｢連携･支援｣ ｢協力｣ ｢資金｣という順序で｢地域づくり｣に必要な要素になっていた
ことが分かった｡
(4) (1)から(3)の各要素の重要度の相違は､以下のとおり各立場の違いから来るもので
あると推察される｡ ①事業に取り組む中小企業者､農林漁業者は､小規模のところが多く､ ｢経
営力｣ ｢連携･支援｣に不安を感じているところがある｡ ②地域づくりに成功している事例で
は､主体が各種団体･行政等で規模が大きいため､むしろ｢情熱｣ ｢情報｣といった部分に関
心が向けられている｡ ③民間と県が共通して｢連携･支援｣を重視していることから､農商
工連携の｢連携｣という根本部分､ ｢支援｣という職務上の対象を重要視している｡
【結論】
(1)アンケート･ヒアリング調査､先行研究より農商工連携は､連携体制の構築や新商品･
サービスの開発等に始まり､地域ブランド化､地域産業化､地域活性化-と発展してゆき､ ｢地
域づくり｣に役立つことが明らかとなった｡
(2)松島町の被災地域2地区に7つの要素を当てはめてみると､特に｢人材｣ ｢情報｣ ｢連
携･支援｣ ｢協力｣の部分で十分要素があり､町の様々な｢地域資源｣とマッチングすれば農
商工連携を核にした｢地域づくり｣は可能であると言える｡
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